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 卓話　 「平塚」 の地名について

「地名探訪会」主催　小　川　治　良　
 　

　「平塚」の地名の起源については、次のようなストー
リーが定説となっています。
　桓武天皇の孫に当たる高見王が任地に下向の際、其の
同行者の中に子供の高望王と平政子が入っていました．
　其の当時の東国への官道は、足柄峠から関本に出て秦
野・伊勢原を経て海老名に出るものでしたが、富士山の
噴火で足柄峠越えは閉鎖され、そのため箱根峠越えが開
発されましたが、その後間もなく足柄峠越えも開通し、
この２つのルートが存在する事になりました。
　高見王の一行は其の内の箱根峠越えのルートで下向
し、国府津に出てニノ宮・大磯を経て平塚にまで来まし
た。その間政子は病に罹り、平塚に着いた時には病は重
くなり、遂に平塚で亡くなり、やむなく当地で柩を埋葬
しその上に土を盛って塚としました。その後その塚の頂
が平らになったので、それを平塚と呼ぶようになり、そ
れが地名になったと言うのです。
　この地名の起源鋭を、史実を交えて検証してみますと、
次のようなことが浮び上がって来ます。
　平政子の平塚での死亡は天安元年（857）２月 25 日
と言われています。一方「平塚」の地名が文献上で初見

されるのは、『吾妻鏡』に記載されている黒部宮（平塚）・
範隆寺（平塚）の記事です。此れは源頼朝が北条政子の
安産を願って馬を献上した寺社の所在地を記載したもの
です。この『吾妻鏡』は鎌倉時代の歴史書で、「平塚」
の地名はこの記事以前にあったことになりますが、埋葬
した直後では無い事は申すまでも在りませんが、では何
時かとなると不詳です。
　又江戸時代に、編纂されたものに『新編相模国風土記
稿』があります。この平塚の条を見ますと、「平塚」の
地名については、冒頭で述べた定説と同じような事が書
かれていますが、其のあとの添書きに「按ずるに批事土
人の口碑に伝ふるのみ、未考える所なし」と書かれてい
ます。
　此れ等の事を整理しますと、平政子の死亡は９世紀
中頃、平塚の地名が文敵上での初見は 12世紀の後期で
３百年後、また「口碑に伝ふるのみ」と書かれたのは
19世紀中頃です。すると平政子の死亡から約１千年の
後まで、「口碑」で伝えられてきたものであるとすると、
当地区の人々は年月日を間違いなく受け継いできたこと
になりますが、そのため「考える所なし」と編集者は付
け加えたのではないでしょうか。
　次に、平政子が平塚に来た９世紀頃の平塚の地形的環
境を想像してみましょう。そのため先ず平塚市内の平野
部の地形を説明しますと、豊田地区の清雲寺や宗円寺等
の建っている所は砂丘上で、此れが最北の砂丘で此れを
第１列砂丘と呼び、南部の海岸までに都合 12列の砂丘
が並んでいます。
　現在柳町にある春日神社の元宮は黒部宮です。何故黒
部宮は遷移したのかと言いますと、黒部宮は第９列砂
丘上にありましたが、高潮などの波の被害をよく受けた
ため遷移したのです。すると汀線は第９列砂丘の南側に
あったことになります。此れは鎌倉時代のことです。
　すると平政子の９世紀頃の汀線はそれより北側で、多
分第７列と第８列砂丘の間辺りと考えられます。そのた
め一行は大磯の化粧坂から花水川を渡渉して対岸に付い
たのは第７列砂丘の西端部の南面の地域と思われます。
其の当時集落のあったのは其処より北方の第５列砂丘辺
りで、第７列砂丘あたりは草地と松林で無住地だったよ
うです．埋葬には人手が要りますので、北方の現地の人
が集まってきて協力したことと思います。

本日の卓話者ご紹介

 卓 話

＜出席報告＞
本　日  1月27日 会員数  60名 対象者  55名 出席者  48(44)名 出席率    80.00％
前々回  1月13日 会員数  60名 対象者  55名 出席者  45(42)名 出席率  76.36％ MUP  1名 計543名 修正率  78.18％



　其の当時の全国の識字率は 3.5 ～ 7.5％と言われてい
ます。すると平政子の死亡日を天安元年２月 25日と確
認したのは誰だったのでしょうか。それは現地の人では
なく、一行の中には任地での仕事をする関係の知識人が
いましたから、その人達によって年月日が確認され、集
まって来た現地の協力者がそれを聞き知って後世に受け
継ぎ、江戸時代の『風土記稿』編纂に当たって平塚の事
象の１つとして提出された事になったとすると、長い年
月に渡ってよくも間違いなく言い伝えられてきたものか
と言うことになります。
　以上文献と当時の地形環境の２面から「平塚」の地名
の起源を検討してきましたが、総括しますと定説には幾
つかの不可解な点があるとしても、今となっては解明で
きない向きもありますので、「平塚」の地名の起源につ
いては、冒頭で述べた定説が人口に膾炙している現状か
らも考えまして、とどのつまりそこに落ち着くのが妥当
かと思います。
　然しその中には以上のような問題点が含まれているこ
とをこの機会にご理解いただきたいと思い、取り上げた
次第です。

●1930年生まれ（昭和５年）

●高校教師として、この地域では、二宮高校・大磯高校・

平塚江南高校に勤務し、1990 年（平成２年）厚木北

高校校長を最後に定年退職。

●主著として「角川　日本地名辞典」「三省堂　コンサ

イズ地名辞典」「神奈川新紀行」に携わり 、地域関係

のものとしては「平塚市地名誌事典」「平塚市の地名

と伝承」がある。

●現在は「地名探訪会」「平塚市の地名と伝承」の２つ

の会を主催しています。

●職業奉仕委員会　　水越久晴委員長
　【会員健康診断について】
　例年実施しております、会員健康診断を行います。ご
希望の方は本日お配りした申込書にご記入いただき、
事務局までご提出下さい。（締切：２／ 10（木）例会
時まで）要領は下記のとおりです。
　　実施日：３／３（木）例会日（ご昼食前）
　　　　　　例会場フロアー別室にて
　　　　　＊朝食はなさらずにお越しください。
　　　　　＊検査キットを２／ 17（木）お渡しいたし

ます。３／３検査日にお持ちください。

●新世代委員会　　清水　裕委員長
　【第 41回平塚市少年少女マラソン大会開催について】
　今年度のマラソン大会は会場プログラムの都合によ
り３／１３( 日 ) １日のみの開催となります。
　役員などご協力頂きたく、出欠の有無を本日お配りし
ました用紙にてお知らせ下さい。
　ご出席いただける方は中止の際のご連絡先を必ずご
記入ください。

　　日時：３／ 13（日）　小雨決行　開会式　９：00
　　集合：８：30
　　会場：平塚競技場

◎１/26（水）平塚学園高等学校 IAC の例会へ清水雅広
委員長と出席しました。Ｒ綱領の「四つのテスト」に
ついてどのように思うかをアンケートしました。出席
の 17名の中から、顧問の内藤先生のご回答を載せます。
　　　毎日、生徒とかかわる中でこの四つのテストは、

教員にとって不可欠だと思います。

　　　日頃の忙しさ、１クラス 40 人前後を統率する苦

労から、時に、この四つのテストに反する気持ちを

持つことも、しばしばあるかもしれません。

　　　教育と言ったら大げさかもしれません。人とかか

わる原点として、このテストを心に刻みたいと思っ

ています。　　　　　　　　　　　　　内藤　誠

　
◎地区補助金申請案内（プロジェクト実施は 2011 年７
月１日～ 2012 年４月 30 日）
　　申請期間：１/24 ～３/14
　　補助金対象金額：1000 ～ 5000 ドル
　　＊次年度の担当に資料をお配りしました。ご検討下

さい。

　　　　　　　　　　　　　1名　　清水雅広会員

　　　　　　　　　　　　１７名

　　　　　　　　　　　　　１名　　　　
　　　　　　　　　　　　　　小川治良様（卓話講師）

　　　　　　　　　　　　　４名
秋山純夫会長
梶山敏之幹事
〈50周年実行委員〉
宇山忠雄委員長
松田浩一幹事
“ 本日は４月に迎え
ますクラブ創立 50
周年の記念式典のＰ
Ｒに参りました。宜
しくお願いいたしま
す。”

＜卓話・行事予定＞
２月１０日（木）　米山記念奨学生

モー（ルキッラック・トリッティ
マー）さん

　　１７日（木）　動物博士・作家・たまご博士　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉村卓三様
　　２４日（木）→２６日（土）　ＩＭへ振替
　　　　　　　　　　会場：平塚農協ビル「プレジール」
３月　３日（木）  会員健康診断
　　１０日（木）　大山阿夫利神社宮司　目黒　仁様

＜市内例会変更＞　

秦野ＲＣの皆様

＜卓話・行事予定＞

＜本日のスマイル＞

＜市内例会変更＞

＜メークアップ＞

＜幹事報告＞
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 様 プロフィール

＜委員会報告＞

＜会長報告＞

＜ビ ジ タ ー＞

＜ゲ　　ス　　ト＞

クラブ会報委員会　 ◎工藤光和　 野島和夫　 小笠原　勲　 牧野國雄　 清水雅広　 清水　裕 

平塚南 ２/18 ㈮ 夜間例会→通常例会   


